









    2001.3大学の図書館35
も秘めています。  の構築に向けて努カを続けています。
デイジーの国際共同開発組織(www．daisy.org)  （かわむら・ひろしノ（財）日本障害者ルハビ
は、障害の ある人も無い人も共に発行 （放送）  ルテーション協会情報センター長）
と同時に同じ情報にアクセスできる情報世界
小 特集 ： 障 害 者 サ ― ビス
より開かれた図書館をめざして
    一 和 光 大 学 の 事 例―
































































































































  1.障 害者 の情 報ア ク セス 権と 著作 権
  先ず私は、現行著作権法上において、障害
者の情報アクセス権が充分補償されていない
とぃう点を指摘したぃ。これに関連し、差宇
年の通常国会で著作権法の一部改正がなされ
たことは、大いに評価できる。即ち、視覚障
害者のための著作物の利用について、著作権
者の許諾を得なくても利用できる場合が、新
たに盛り込まれたのである。(2001年1月施行）
その第―一は、視覚障害者のために点字データ
のコンピュータヘの蓄積及び、コンピュータ
